
国際理解教育(アメリカボランティア研修) 参加募集案内 

 

科目名：国際理解教育(アメリカボランティア研修) 

 

概要：この研修は、サービスラーニング科目です。研修を含め、全てのプログラムはオン

ラインにて実施をされます。アメリカ西海岸のサンフランシスコ市内において、NPOなど

によって行われているボランティア活動や社会貢献活動について、実施者、経験者、知識

を持つ方など、様々な人々からオンラインによる現地フィールドワークを研修として理解

を深めていきます。履修学生は、このオンライン研修を通じて、アメリカ社会の様々な階

層の人々、人種や移民国の文化の違い、あるいはそれらが共生している状況を理解すると

同時に、アメリカ社会が抱える様々な社会問題、またそれらの問題の解決に立ち向かって

いる NPO やボランティアの姿を理解することを目指します。アメリカ社会に根付いてい

るボランティアの精神や活動をオンライン研修から深く理解することを目的としています。 

 

単位数：2単位（履修上限外） 

※この科目は履修上限外のため、例えば現在 20単位まで履修できる状態で 20単フルに履修をしていたと

しても履修登録可能です。学群や学年により、単位が「基礎教育科目」「専攻科目」「自由選択」のどのカ

テゴリーで認定されるかが異なります。 

 

対 象：全学群生。1年生から参加可 

※ただし、事後研修が翌学期に行われるため、卒業学期にこの研修を履修することはできません。 

 

費用：300ドル（日本円で 3万程度） 

※この科目は「短期海外研修奨励制度」に該当するため、プログラム参加申請時の e-Ryugakuにて「留学

奨励制度」のタブから申請可能です。全プログラム完了後、所定の手続きの後に 3 万円が支給されます。

奨励制度については、e-Campus掲示の留学奨励制度募集要項を必ず確認してください。 

 

成績評価： 

2013年度以降入学生 ：2単位・A～D/F評価・GPA 算出に含まれます・履修上限に入りません 

2012年度以前入学生 ：2単位・S/U評価・GPA 算出に含まれません・履修上限に入りません 

 

 

  



プログラムの流れ： 

① 説明会に参加 

説明会は以下の日時に Zoom にて行います。説明会の参加は、履修登録にあたり原則

必須となるため、いずれか 1回は必ず参加をするようにして下さい。 

・11月 13日（金）12:10～12:40※ 

・11月 20日（金）12:30～13:00※ 

・11月 20日（金）18:40～19:10 

・11月 28日（土）15:00～15:30 

※アメリカボランティア研修参加経験者の学生さんがプログラムの一部について説明します 

場所：Virtual Campus 上の GC学群 山崎慎一先生オフィス（PFC） 

② 説明会参加後に担当教員へ参加申請のメール連絡：11月 30日（月）まで 

③ e-Ryugakuの申請：11月 13日（金）～11月 30日（月）まで 

（担当教員への参加申請のメールの後に e-Ryugakuの申請をすること） 

④ 参加費用の支払い：12月中 

⑤ 事前学習：12月末～2月初旬 

⑥ オンライン研修：2月中旬～3月上旬予定 

⑦ 事後学習：3月中旬以降実施 

 


